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表紙

証券コード：2669

　

第 56 回　定時株主総会

招集ご通知
　

【開催日時】
2026年５月26日（火曜日）午前10時
受付開始：午前９時

【開催場所】
名古屋市中村区平池町四丁目60番12号　グローバルゲート
名古屋コンベンションホール ３階メインホール

【議　　案】
第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）
　　　　　　９名選任の件

株主の皆さまへ

■株主の皆さまに対する公平な利益還元の観点お
よびその他諸般の事情を踏まえ、株主総会にご
来場の株主の皆さまへのお土産は取り止めさせ
ていただいております。

■「定時株主総会決議ご通知」および「年次報告
書」につきましては、地球環境への配慮の観点
から、書面での郵送を廃止し、当社ウェブサイ
トでの掲載とさせていただいております。

何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。

　

本招集通知は、パソコン・
スマートフォンでも主要な 
コンテンツをご覧いただ
けます。
https://p.sokai.jp/2669/
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株主各位

証券コード　2669
（発送日）2026年５月８日

（電子提供措置の開始日）2026年５月１日
株 主 各 位

名古屋市緑区徳重三丁目107番地

代 表 取 締 役 社 長 今 井 善 広

【当社ウェブサイト】
　https://www.kanemi-foods.co.jp

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
　https://d.sokai.jp/2669/teiji/

第56回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第56回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し
あげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供
措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェ
ブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご
確認くださいますようお願い申しあげます。

（メニューより「株主・投資家情報」「株式情報」「株主総会」を順に選択のうえ、
ご確認ください。）

　なお、当日のご出席に代えて、インターネットまたは書面（郵送）により議決権を行使する
ことができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討いただき「議決権行使について
のご案内」をご参照のうえ、2026年５月25日（月曜日）午後６時30分までに議決権を行使
くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

－ 1 －
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株主各位

１．日 時 2026年５月26日（火曜日）午前10時（受付開始：午前９時）
２．場 所 名古屋市中村区平池町四丁目60番12号　グローバルゲート

名古屋コンベンションホール ３階メインホール
３．目 的 事 項

報 告 事 項 第56期（2025年３月１日から2026年２月28日まで）
事業報告および計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）９名選任の件

本招集通知は、パソコン・
スマートフォンでも主要な 
コンテンツをご覧いただ
けます。
https://p.sokai.jp/2669/

記

以　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申

しあげます。
○電子提供措置事項に修正が生じた場合は、前記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、　　

その旨、修正前および修正後の事項を掲載いたします。
●今後の状況により、株主総会の運営に大きな変更が生じる場合は、前記の当社ウェブサイトに掲載
いたしますので、随時ご確認くださいますようお願い申しあげます。

－ 2 －
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使いただきますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面(郵送)で議決権を
行使される場合

議 決 権 行 使 書 用 紙 を 会 場 受 付 に　　
ご提出ください。

次ページの案内に従って、議案の　
賛否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案の賛否を　
ご表示のうえ、ご返送ください。

日　時 行使期限 行使期限

2026年５月26日（火曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）

2026年５月25日（月曜日）
午後６時30分入力完了分まで

2026年５月25日（月曜日）
午後６時30分到着分まで

■ 議決権行使にあたっては、以下の事項をあらかじめご承知おきください。

①インターネットおよび書面(郵送)の両方で議決権行使をされた場合は、インターネットに
よる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

②インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な
議決権行使としてお取り扱いいたします。

③各議案に賛否の表示がない場合は賛成の意思表示があったものとしてお取り扱いいたしま
す。

④インターネット接続に係る費用は株主さまのご負担となります。

－ 3 －
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議決権行使についてのご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌�QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本
見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「ログイン」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

「パスワード」
を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　９：00～21：00）

－ 4 －
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剰余金の処分の件

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件
剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
　当社の利益配分に関する基本方針は、業績に対応した成果の配分を行うことを基本とし、併
せて企業体質の一層の強化と今後の事業展開に備えるための内部留保の充実などを勘案して決
定する方針を採っております。
　この基本方針に基づき、剰余金の配当につきましては、継続的な配当の実施を目指すことを
基本的なスタンスとしていく所存であります。
　つきましては、当期の期末配当は普通配当19円とさせていただきたいと存じます。なお、
中間配当(１株につき19円)を含めた年間配当金は、１株につき38円となります。

⑴　配当財産の種類
　金銭といたします。
⑵　配当財産の割当てに関する事項およびその総額
　当社普通株式１株につき金19円といたしたいと存じます。
　なお、この場合の配当総額は、179,880,942円となります。
⑶　剰余金の配当が効力を生じる日
　2026年５月27日といたしたいと存じます。

－ 5 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者番号 氏　　名
（ふりがな） 当社における現在の地位および担当

１ 今井　善広
(いまい　よしひろ)

代表取締役社長 再 任

２ 江森　優
(えもり　まさる)

代表取締役専務執行役員
業務統括 再 任

３ 伊藤　佳司
(いとう　けいじ)

取締役執行役員
テナント事業統括
(兼)営業戦略室長

再 任

４ 中島　大介
(なかしま　だいすけ)

取締役執行役員
外販事業統括 再 任

５ 腰　和則
(こし　かずのり)

取締役執行役員
外販事業統括補佐 再 任

６ 小西　貴文
(こにし　たかふみ)

取締役執行役員
商品政策本部長 再 任

７ 濱村　健太
(はまむら　けんた)

取締役（非常勤） 再 任

８ 高野　哲朗
(たかの　てつろう)

取締役（非常勤） 再 任

９ 片桐　三希成
(かたぎり　みきひら)

取締役（非常勤） 再 任

第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）９名選任の件
　本総会の終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（9名）は任期
満了となります。つきましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）９名の選任をお願
いいたしたいと存じます。各候補者の指名については、指名・報酬委員会にて審議の上、取締役
会において決定したものであります。
　取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

－ 6 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

１

いま

今
 

　
い

井
 

　
よし

善
 

　
ひろ

広
（1969年２月21日生）

1987年    3 月　ユニー株式会社入社
2012年    2 月　同社ピアゴ食品本部食品部鮮魚担当部長
2016年    2 月　同社営業統括本部食品本部プロセスセンター管理部長
2018年10月　同社営業統括本部食品本部鮮魚部長
2019年    9 月　同社営業統括本部食品本部長
2020年    6 月　同社食品本部長
2020年    9 月　株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
　　　　　　　　（株式会社ＰＰＩＨ）執行役員ＧＭＳカンパニー食品責任者
2021年    1 月　同社執行役員ＧＭＳカンパニー食品責任者(兼)フレッシュフード
　　　　　　　　ＭＤ開発本部長
2021年    7 月　ユニー株式会社執行役員食品本部長
2022年    9 月　同社取締役食品統括
2022年10月　株式会社ＰＰＩＨ執行役員ＧＭＳ事業食品責任者
2024年10月　ユニー株式会社取締役アンサーマン本部アンサーマン委員
2025年    4 月　当社執行役員社長補佐
2025年    5 月　当社代表取締役社長(現任)

－

（取締役候補者とした理由）
今井善広氏は、ユニー株式会社の食品事業において、要職を歴任された経験を通じて、商品知識・商
流・マーケティングにおける高い見識と幅広い知識を有しております。また株式会社パン・パシフィッ
ク・インターナショナルホールディングスにおいても食品の責任者として、食品事業の収益向上に尽力
してまいりました。2025年５月より当社の代表取締役として、経営の様々な局面において適切な意見
および判断をしてまいりました。その実績や豊富な経験、高い見識を活かし、今後も企業価値向上のた
めの適切な経営判断がなされることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 7 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

２

え

江
 

　
もり

森
 

　
 

　　
まさる

優
（1974年9月18日生）

2000年    10月　株式会社ドン・キホーテ入社
2004年    5 月　同社統括店長(兼)北池袋店店長(兼)第六事業部(アパレル)

エリア長
2004年11月　株式会社リアリット取締役
2014年    6 月　ストアークルーズ株式会社副社長
2015年    3 月　株式会社バリューアンドリンク代表取締役社長
2015年    7 月　ストアークルーズ株式会社代表取締役社長
2019年    6 月　株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホール

ディングス広報室(グループ広報)部責任者
2022年    10月　同社広告企画部(グループ広告)部責任者
2023年    4 月　当社執行役員業務統括補佐
2023年    5 月　当社取締役執行役員業務統括
2025年    5 月　当社代表取締役専務執行役員業務統括(現任)

－

（取締役候補者とした理由）
江森優氏は、営業職の経験を経て、自身を代表者とした会社２社の設立・運営に尽力し、株式会社パ
ン・パシフィック・インターナショナルホールディングス内においては、広報・広告・マーケティング
から業務効率化全般にわたる幅広い業務の遂行に尽力してまいりました。2023年５月より当社取締
役、2025年５月からは代表取締役専務として、経営の様々な局面において適切な意見および判断をし
てまいりました。その実績や豊富な経験、高い見識を活かし、今後も企業価値向上のための適切な経営
判断がなされることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 8 －



2026/04/21 10:49:40 / 25287409_カネ美食品株式会社_招集通知_電子提供措置用

取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

３

い

伊　
とう

藤　
けい

佳　
じ

司
（1975年４月25日生）

1999年    1 月　当社入社
    2013年    4 月　当社中京第５運営部長代理
    2013年10月　当社中京第５運営部長

2019年    3 月　当社テナント事業本部政策担当部長
2022年    3 月　当社執行役員テナント事業本部長
2023年    5 月　当社取締役執行役員テナント事業本部長
2024年    3 月　当社取締役執行役員テナント事業統括補佐(兼)テナント第１営業本部長
2025年    5 月　当社取締役執行役員テナント事業統括(兼)テナント第１営業本部長
2026年    3 月　当社取締役執行役員テナント事業統括(兼)営業戦略室長(現任)

554株

（取締役候補者とした理由）
伊藤佳司氏は、長年テナント店舗の業務に携わり、店舗運営や品質・サービスの向上に尽力し、テナン
ト事業の発展の一翼を担ってまいりました。2019年からテナント事業の政策担当としての経験を経
て、2022年からは執行役員として店舗戦略の推進や収益の向上に尽力してまいりました。その実績や
豊富な経験、高い見識を活かし、今後も企業価値向上のための適切な経営判断がなされることを期待
し、引き続き取締役候補者としました。

－ 9 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

４

なか

中　
しま

島　
だい

大　
すけ

介
（1970年８月20日生）

1994年    4 月　当社入社
2004年    4 月　当社京都副工場長
2006年    4 月　当社京都工場長
2006年11月　当社京都南工場長
2016年    4 月　当社京都工場長
2017年    4 月　当社執行役員第３生産統括部長
2021年    3 月　当社執行役員外販事業本部担当
2022年    3 月　当社執行役員外販事業本部長
2023年    5 月　当社取締役執行役員外販事業本部長
2024年    3 月　当社取締役執行役員外販第２事業本部長
2025年    5 月　当社取締役執行役員外販事業統括(兼)外販第２事業本部長
2026年    3 月　当社取締役執行役員外販事業統括(現任)

554株

（取締役候補者とした理由）
中島大介氏は、外販事業の工場長を歴任し、工場運営において専門的な知識や的確な判断で外販事業の
発展の一翼を担ってまいりました。2017年からは執行役員として外販事業全体を統括し、工場運営の
最適化などを推し進め、収益基盤の強化に尽力してまいりました。その実績や豊富な経験、高い見識を
活かし、今後も企業価値向上のための適切な経営判断がなされることを期待し、引き続き取締役候補者
としました。

－ 10 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

5

こし

腰
 

　
 

　
 

　
かず

和
 

　
のり

則
（1970年５月20日生）

    1993年    3 月　ユニー株式会社入社
    2013年    2 月　同社営業統括本部食品本部プロセスセンター管理部瀬戸

ＰＣセンター長
    2018年    2 月　同社営業統括本部食品本部プロセスセンター管理部部長
    2020年    2 月　同社営業企画本部プロセスセンター管理部部長
    2021年    1 月　同社食品本部プロセスセンター管理部部長
    2021年    4 月　当社執行役員社長付
    2021年    5 月　当社取締役事業開発推進管掌(製造担当)

2022年    5 月　当社取締役執行役員事業統括補佐(外販事業担当)
2024年    3 月　当社取締役執行役員外販事業統括補佐
2024年10月　当社取締役執行役員外販事業統括補佐(兼)事業サポート本部長
2025年    3 月　当社取締役執行役員外販事業統括補佐(兼)事業サポート本部管掌
2025年    5 月　当社取締役執行役員外販事業統括補佐(現任)

ー

（取締役候補者とした理由）
腰和則氏は、ユニー株式会社において店舗運営業務や物流、プロセスセンター管理業務等、長年にわた
り幅広い業務に携わってきており、当社の取締役に就任してからは、主に外販事業のさらなる成長に向
けた事業戦略を積極的に推進してまいりました。その実績や豊富な経験、高い見識を活かし、今後も企
業価値向上のための適切な経営判断がなされることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 11 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

６

こ

小　
にし

西
 

　
たか

貴
 

　
ふみ

文
（1974年９月４日生）

2010年    5 月　株式会社ドン・キホーテ入社
2017年    7 月　同社MDサポート部エグゼクティブMDプランナー
2019年    2 月　UDリテール株式会社中京営業部エグゼクティブMDプランナー
2020年    3 月　当社執行役員事業開発推進室長
2020年    5 月　当社取締役事業開発推進室長
2020年10月　当社取締役事業開発推進管掌
2021年    5 月　当社取締役事業開発推進管掌(商品担当)
2022年    5 月　当社取締役執行役員事業統括補佐(店舗事業担当)
2023年    5 月　株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
　　　　　　　フレッシュフードデリカカテゴリーリーダー
2025年    5 月　当社取締役執行役員商品政策本部長(現任)

－

（取締役候補者とした理由）
小西貴文氏は、株式会社ドン・キホーテに入社以降、デリカ部門・生鮮部門において、業務効率の改善
や人財育成等に注力してまいりました。2020年から2023年までの３年間においては、当社の取締役
として、さらなる成長に向けた事業戦略を積極的に推進してまいりました。その実績や豊富な経験、高
い見識を活かし、今後も企業価値向上のための適切な経営判断がなされることを期待し、引き続き取締
役候補者としました。

－ 12 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

７

はま

濱
 

　
むら

村
 

　
けん

健
 

　
た

太
（1977年８月12日生）

    2000年    3 月　株式会社ドン・キホーテ入社
    2004年    6 月　同社第一営業本部第三事業部カテゴリーリーダー
    2006年    6 月　同社第四事業部カテゴリーリーダー
    2017年    4 月　同社フード・リカーＭＤ開発本部ＥＸＭＤ
    2019年    2 月　同社デリカＭＤ開発本部本部長
    2019年    11月　株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホール

　　　　　　　ディングス（ＰＰＩＨ）デリカＭＤ開発本部本部長
    2021年    4 月　当社執行役員社長付
    2021年    5 月　当社取締役事業開発推進管掌(運営担当)

2022年    5 月　当社取締役執行役員事業統括補佐(政策担当)
2023年    3 月　当社取締役執行役員事業統括補佐(政策担当)(兼)eashion

推進本部長
2024年    3 月　当社取締役執行役員事業サポート本部長
2024年10月　当社取締役執行役員商品政策本部長
2025年    5 月　当社取締役(非常勤)(現任)
2025年    5 月　株式会社ＰＰＩＨ7MDフレッシュフード カテゴリー
　　　　　　リーダー(現任)
（重要な兼職の状況）
　株式会社ＰＰＩＨ7MDフレッシュフード カテゴリーリーダー

－

（取締役候補者とした理由）
濱村健太氏は、株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスのデリカＭＤ開発
本部長として主に業態ごとのＭＤ開発や人財育成に尽力し、当社の取締役に就任してからは、さらなる
成長に向けた事業戦略を積極的に推進してまいりました。その実績や豊富な経験、高い見識を当社の経
営に反映していただけることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 13 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

８

たか

高　
の

野　
てつ

哲　
ろう

朗
（1963年４月13日生）

1986年    4 月　伊藤忠商事株式会社入社
2013年    1 月　同社監査部長代行(兼)監査部監査第二室長
2018年    4 月　株式会社日本アクセス審議役内部統制・監査部長
2018年10月　同社執行役員最高リスクマネジメント責任者(兼)内部統制・

監査部長
2020年    4 月　同社常務執行役員最高リスクマネジメント責任者(兼)人事・

総務管掌
2021年    4 月　同社常務執行役員最高リスクマネジメント責任者(兼)人事・

総務・法務・コンプライアンス・食品安全管理管掌
2022年    4 月　同社取締役常務執行役員最高リスクマネジメント責任者(兼)人事・

総務・法務・コンプライアンス・食品安全管理管掌
2023年    5 月　当社取締役(非常勤)(現任)
2024年    4 月　株式会社日本アクセス取締役常務執行役員人事・総務管掌
2024年    6 月　同社監査役(現任)
（重要な兼職の状況）
　株式会社日本アクセス監査役

－

（取締役候補者とした理由）
高野哲朗氏は、株式会社日本アクセスにおける取締役として経営全般の視点を有し、また同社および伊
藤忠商事株式会社において要職を歴任してきた経験から、特に監査・リスクマネジメント・食品安全管
理など経営のリスク管理における高い見識と幅広い知識を有しております。その実績や豊富な経験、高
い見識を当社の経営に反映していただけることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 14 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

候補者
番　号

氏　　　　名
（生　年　月　日） 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況 所有する当社

株 式 の 数

９

かた

片　
ぎり

桐　
み

三
き

希
ひら

成
（1976年７月24日生）

2000年    2 月　株式会社ドン・キホーテ入社
2009年    1 月　同社第六事業部エリアカテゴリーリーダー
2012年    7 月　同社営業本部北陸・信越支社支社長
2014年    2 月　同社営業本部群馬・長野支社支社長
2016年    5 月　同社営業本部京葉支社支社長
2017年    4 月　株式会社長崎屋取締役副社長(兼)長崎屋MEGA営業本部

第四支社(千葉常磐)支社長
2017年11月　同社取締役副社長(兼)長崎屋MEGA営業本部本部長
2017年11月　同社取締役副社長(兼)営業サポート部部長
2018年    1 月　株式会社ドンキホーテホールディングス・リテール・マネジメント取締役
2018年    1 月　株式会社ドンキホーテホールディングス(現PPIH)執行役員
2019年    1 月　UDリテール株式会社取締役
2019年    2 月　同社中京第一営業部地区責任者
2019年    3 月　同社営業本部本部長
2019年    4 月　同社代表取締役社長
2019年    4 月　ユニー株式会社取締役執行役
2021年    7 月　株式会社パン・パシフィック・インターナショナル
　　　　　　ホールディングス（ＰＰＩＨ）上席執行役員
2021年    7 月　株式会社ドン・キホーテ取締役
2022年    9 月　ユニー株式会社代表取締役副社長
2022年10月　株式会社ＰＰＩＨ常務執行役員
2023年    9 月　UDリテール株式会社取締役(現任)
2023年    9 月　ユニー株式会社取締役副社長
2024年10月　同社取締役副社長(兼)事業推進本部本部長(現任)
2025年    1 月　株式会社ドン・キホーテ副社長室室長
2025年    5 月　当社取締役(非常勤)(現任)
2025年    9 月　株式会社ＰＰＩＨ常務執行役員 新規業態開発管掌(現任)
（重要な兼職の状況）
　株式会社ＰＰＩＨ常務執行役員 新規業態開発管掌
　ユニー株式会社取締役副社長(兼)事業推進本部本部長
　UDリテール株式会社取締役

－

（取締役候補者とした理由）
片桐三希成氏は、株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスの各業態におい
て要職を歴任していることに加え、主要子会社の取締役を歴任するなど豊富な経営経験と実績を有して
おります。その実績や豊富な経験、高い見識を活かし、今後も企業価値向上のための適切な経営判断が
なされることを期待し、引き続き取締役候補者としました。

－ 15 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

（注）１. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、

被保険者が会社の役員等としての業務につき行った行為または不作為に起因して、保険期間中に株主
または第三者から損害賠償請求された場合に、それによって被保険者が被る損害(法律上の損害賠償
金、争訟費用)、またこのほか現に損害賠償請求がなされていなくても損害賠償請求がなされる恐れ
がある状況が発生した場合に、被保険者がそれらに対応するために要する費用を当該保険契約より塡
補することとしております。各候補者が選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者に含めら
れることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予定しております。

－ 16 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）9名選任の件

氏名
（ふりがな）

株主総会後に
おける地位

特に有する専門性・知識・経験

企業経営 業界経験 店舗・工場
運営管理

商品・
マーケティング

財務・会計
経営企画

法務・リスク
マネジメント 人事・労務

今井　善広
(いまい　よしひろ) 代表取締役社長 ● ● ● ●

江森　優
(えもり　まさる)

代表取締役専務執行役員
業務統括 ● ● ● ● ● ●

伊藤　佳司
(いとう　けいじ)

取締役執行役員
テナント事業統括
(兼)営業戦略室長

● ● ●

中島　大介
(なかしま　だいすけ)

取締役執行役員
外販事業統括 ● ● ●

腰　和則
(こし　かずのり)

取締役執行役員
社長付特務担当 ● ● ●

小西　貴文
(こにし　たかふみ)

取締役執行役員
商品政策本部長 ● ● ● ●

濱村　健太
(はまむら　けんた) 取締役（非常勤） ● ● ● ●

高野　哲朗
(たかの　てつろう) 取締役（非常勤） ● ● ●

片桐　三希成
(かたぎり　みきひら) 取締役（非常勤） ● ● ● ●

白井　恭幸
(しらい　やすゆき)

取締役
（監査等委員） ● ● ● ●

池田　桂子
(いけだ　けいこ)

社外取締役
（監査等委員） ● ●

佐藤　雅弘
(さとう　まさひろ)

社外取締役
（監査等委員） ● ●

（ご参考）株主総会後の取締役（監査等委員である取締役を含む。）のスキルマトリクス
　第２号議案「取締役（監査等委員である取締役を除く。）９名選任の件」が原案どおり承認可決された
場合、各取締役が有する専門性・知識・経験は、以下のとおりとなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

－ 17 －
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経営理念・パーパス

【企業理念の策定・コーポレートロゴリニューアル】

　当社が進むべき道をより明確にするため、新たな企業理念となるSPVV（Spirit・Purpose・
Vision・Value）を策定いたしました。そこには、「何のために存在するのか」「どんな未来を目指
すのか」「どのように振る舞うのか」という、従業員全員が共有すべき想いを込め、迷ったときに立
ち返るための道標にいたします。
　合わせてコーポレートロゴをリニューアルし、更なる成長に向けて挑戦してまいります。

PURPOSE VISION
わたしたちは、
惣菜で暮らしの満足度を高める
最良のパートナーになる。

"おいしさ"で、
こころを動かす。

Spirit
（意志と姿勢）

Value
（行動基準）

Vision
（目指す未来）

Purpose
（存在意義）

理念体系図

－ 18 －
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事業の状況、財産および損益の状況

（ 2025年３月 １日から
2026年２月28日まで ）
事　 業　 報　 告

１．会社の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過および成果
　当事業年度におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に新内閣の発足後は積極
財政への期待から株高傾向もあり回復基調で推移しました。一方で、米国の関税政策による影
響、日中関係の悪化が経済に与える影響、中東地域をはじめとした地政学リスクの長期化等に
よる世界経済の減速懸念に加え、物価上昇に伴う消費マインドの下振れリスクが高まるなど、
景気の先行きは依然として不透明な状況が続きました。
　当業界においても、原材料価格の高騰や労働コストの増加、消費者の節約志向の高まり等を
背景に引き続き厳しい経営環境となりました。
　このような中、当社は当事業年度において企業経営の根幹となる「パーパス・ビジョン」お
よび行動指針を策定し、改めて当社が進むべき道を明確にするとともに、新たな取り組みに積
極的に挑戦し事業規模拡大および企業価値向上を図ってまいりました。

【テナント事業】
　テナント事業におきましては、自社工場製造の内製商品の導入強化により、生産性向上を図
ることで機会損失を低減するとともに、店内調理の強みである「出来立て・作りたて」への注
力やシズル感を連想させる販促物の強化を図ることで顧客満足度を高め、既存店の収益向上に
努めてまいりました。
　また、洋風惣菜店舗「eashion（イーション）」においては、出店先ごとの商品の見直しお
よび価格戦略の結果、客単価が上昇したことに加え、主に百貨店やエキナカ店舗においてはイ
ンバウンド需要等により、客数が増加したことで売上が伸長いたしました。
　加えて、株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス（以下、
「PPIH」という）が展開する新業態「驚楽の殿堂ロビン・フッド」への出店を見据え、新た
なMD展開や従来にない店舗づくりを進めて参りました。
　これらの結果、テナント事業全体の売上高は前期に比べ3.3％増収の474億20百万円となり
ました。利益面においては、引き続き外販事業との連携強化により機会損失を低減させたこと
で、セグメント利益は前期に比べ34.6％増益の28億71百万円となりました。
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事業の状況、財産および損益の状況

部 　 門 ( 2024年３月 １日から
2025年２月28日まで )

第 55 期
（前事業年度）

　
( 2025年３月 １日から

2026年２月28日まで )
第 56 期

（当事業年度）

　
売 　 上 　 高 構 成 比 売 　 上 　 高 構 成 比

百万円 ％ 百万円 ％
テ ナ ン ト 事 業 45,883 50.7 47,420 54.7

外 販 事 業 44,597 49.3 39,233 45.3

合 　 　 計 90,481 100.0 86,653 100.0

【外販事業】
　外販事業におきましては、PPIHの長期経営計画により惣菜戦略が示され、両社で協議や連携
を深めたことによりPPIHグループ店舗への納品が増加しました。また、インバウンド需要に牽
引され鉄道系コンビニエンスストアの納品は順調に推移しました。一方で、主要コンビニエン
スストア向けの納品については、前事業年度末に実施した生産体制整備のための拠点政策によ
り、売上高は減収となりました。
　また、テナント事業における内製商品の導入強化を目的とし、冷凍設備の導入や原体野菜か
ら加工する設備の導入など生産体制の強化を行いました。その中で冷凍製品については、製造
ノウハウを積み上げ、新規取引先へ納品を開始するための基礎の構築をいたしました。
　これらの結果、外販事業の売上は前期に比べ12.0％減収の392億33百万円となりました。
利益面では売上の減少に加えて、生産体制整備に注力をしたものの一時的なコスト増加の影響
が大きく、1億13百万円のセグメント損失（前事業年度は９億45百万円のセグメント利益）
となりました。

　以上の要因により、当事業年度の売上高は前期に比べ4.2％減収の866億53百万円となりま
した。また経常利益につきましては、前期に比べ7.3％減益の28億78百万円、当期純利益
は、前期に比べ7.2％減益の18億７百万円となりました。

【事業区分別売上状況】
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事業の状況、財産および損益の状況

　eashion静岡パルシェ店 静岡県静岡市 <静岡パルシェ食彩館内>

　 　アピタ静岡店 静岡県静岡市 <アピタ静岡店内>

　 １.eashionそごう横浜店 神奈川県横浜市 <そごう横浜店内>
　 ２.K－STAGEアピタ静岡店 静岡県静岡市 <アピタ静岡店内>
　 ３.eashionペリエ稲毛店 千葉県千葉市 <ペリエ稲毛フードスクエア内>

　 　寿司御殿 アピタ伊賀上野店 三重県伊賀市 <アピタ伊賀上野店内>

　 　とりから御殿 小牧店 愛知県小牧市 <MEGAドン・キホーテUNY小牧店内>

【当事業年度 新設店舗】
・洋風惣菜店舗　　１店舗

【当事業年度 閉鎖店舗】
・総合惣菜店舗　　１店舗

・洋風惣菜店舗　　３店舗

・寿司専門店舗　　１店舗

・その他専門店舗　１店舗
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事業の状況、財産および損益の状況

セグメントの名称 設 備 の 内 容 投資金額
テ ナ ン ト 事 業 店舗の新設 8
テ ナ ン ト 事 業 店舗の改装、店舗設備等の更新等 287
外 販 事 業 生産設備の更新および増強等 2,837
そ の 他 設備の更新等 2

合　　　　　　　　計 3,135

②　設備投資の状況
　当社における当事業年度の設備投資の総額は31億35百万円となり、その主なものは、次の
とおりであります。

（単位：百万円）

③　資金調達の状況
　特記すべき事項はありません。

期　別

　区　分
(2022年３月 １日から
2023年２月28日まで)

第　53　期

　
(2023年３月 １日から
2024年２月29日まで)

第　54　期

　
(2024年３月 １日から
2025年２月28日まで)

第　55　期

　
(2025年３月 １日から
2026年２月28日まで)

第　56　期

（当事業年度）

売 上 高(百万円） 81,059 87,107 90,481 86,653

経 常 利 益(百万円） 2,742 3,215 3,108 2,878

当 期 純 利 益(百万円） 1,720 1,854 1,948 1,807

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 177円86銭 191円73銭 201円33銭 188円95銭

総 資 産(百万円） 33,406 35,938 37,408 38,355

純 資 産(百万円） 25,912 27,507 29,083 29,885

⑵　財産および損益の状況

（注）当社は、取締役に対する株式報酬制度として「株式給付信託(ＢＢＴ)」を導入しており、株主資本に自己
株式として計上されている「株式給付信託(ＢＢＴ)」に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の
算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
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重要な親会社および子会社の状況、対処すべき課題、主要な事業内容

⑶　重要な親会社の状況
　当社の親会社は、株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスであり
ます。当社は、2025年８月20日付で当社自己株式210,000株を取得いたしました。本取得の結
果、同社の所有する議決権比率が40％超となったため実質支配力基準により、当社のその他の
関係会社から親会社となりました。

⑷　対処すべき課題
　今後の見通しにつきましては、国内景気は緩やかな回復基調を維持すると予想される一方、円
安の長期化や資源価格の高騰に伴う物価上昇が継続し、消費者の生活防衛意識は一段と高まって
おります。また、地政学的な緊張や不安定な国際情勢により、原材料調達コストやエネルギー価
格の先行き不透明な状況は続くものと予想されます。
　当業界におきましても、依然として原材料価格や物流費、人件費の高騰が収益を圧迫する厳し
い経営環境にあります。一方で、消費者の価値観は多様化しており、経済性を重視する志向と、
健康や環境、心の充足といった付加価値を求める志向の二極化が進展しております。
　このような環境下、当社は新たに策定したパーパス「“おいしさ”で、こころを動かす。」を企
業行動の原点とし、「安全・安心」を基盤としたうえで、単なる「食」の提供に留まらず、彩
り・香り・食感といった五感に響く商品開発やお買い得感と満足度を両立させた提案を通じて、
多様化するニーズに応える“おいしさ”体験を創出することで、価格競争に埋没しないブランド力
と競争力を強化してまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、引き続き変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し
あげます。

⑸　主要な事業内容（2026年２月28日現在）
　当社は、弁当・寿司・おにぎり・惣菜等の製造、販売を主たる業務としております。

①　テナント事業
　スーパーマーケットを中心に、百貨店や駅商業施設等に総合惣菜店舗、洋風惣菜店舗および
寿司専門店舗を出店し、弁当・寿司・惣菜等の製造、販売を行っております。また、外食店舗
として回転寿司を運営しております。

②　外販事業
　コンビニエンスストアおよびスーパー等へ納品する弁当・おにぎり・惣菜等の製造や生活協
同組合から夕食宅配の製造を受託しております。
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主要な営業所および工場、使用人の状況、主要な借入先の状況、その他会社の現況に関する重要な事項

都 道 府 県 名 総合惣菜店舗 寿司専門店舗 洋風惣菜店舗 その他の店舗 計
福 島 県 1 － － － 1
茨 城 県 1 － － － 1
栃 木 県 2 － － － 2
群 馬 県 3 － － － 3
埼 玉 県 5 － 3 － 8
千 葉 県 3 － 5 － 8
東 京 都 8 － 15 － 23
神 奈 川 県 7 － 9 － 16
山 梨 県 2 － － － 2
長 野 県 5 1 － － 6
新 潟 県 3 － － － 3
富 山 県 6 － － － 6
石 川 県 7 － － － 7
福 井 県 4 － － － 4
岐 阜 県 14 2 － 1 17
静 岡 県 18 5 3 － 26
愛 知 県 93 18 10 － 121
三 重 県 13 2 － － 15
滋 賀 県 4 － 1 － 5
京 都 府 1 － － － 1
奈 良 県 2 1 － － 3
大 阪 府 2 － 3 － 5
兵 庫 県 － － 2 － 2

計 204 29 51 1 285

③　工　場 　 13工場
十 一 屋 工 場 愛知県名古屋市港区宝神一丁目172番地
天 白 工 場 愛知県名古屋市天白区中坪町218番地
岡 崎 工 場 愛知県岡崎市高橋町字宇多利１-１
多 治 見 工 場 岐阜県多治見市根本町十二丁目100番地
京 都 工 場 京都府八幡市下奈良一丁堤１-１

⑹　主要な営業所および工場（2026年２月28日現在）
①　本　社　　愛知県名古屋市緑区徳重三丁目107番地
②　店　舗　　285店舗

（単位：店舗）
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主要な営業所および工場、使用人の状況、主要な借入先の状況、その他会社の現況に関する重要な事項

羽 島 工 場 岐阜県羽島郡笠松町田代字若宮1117-１
東 海 工 場 愛知県東海市浅山三丁目119番地
横 浜 工 場 神奈川県厚木市上依知上ノ原3007番２
京 都 南 工 場 京都府綴喜郡井手町大字井手小字扇畑15-２
埼 玉 工 場 埼玉県狭山市大字根岸字中道通682-１
松 戸 工 場 千葉県松戸市松飛台405
上 尾 工 場 埼玉県上尾市原市324番１
袋井ファクトリー 静岡県袋井市山科字松田2875番１

使 用 人 数 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

1,121(3,499)名 42.1歳 18.3年

事 業 区 分 使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減

テナント事業 653 ( 2,159)名 37名減 ( 119名減)

外販事業 378 ( 1,324)名 8名減 ( 93名減)

全社(共通) 90 ( 16)名 13名増 ( ８名増)

合　　計 1,121 ( 3,499)名 32名減 ( 204名減)

⑺　使用人の状況（2026年２月28日現在）

（注）１. 使用人数は就業人員(社外から当社への出向者を除く)であり、(　)内は外数で嘱託社員・サポート社
員の2026年２月28日現在の在籍人員とパートタイマーおよびアルバイトのそれぞれ１人あたり１日
８時間換算による月平均人員を合計したものであります。

２. 全社(共通)として記載している使用人数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属してい
るものであります。

⑻　主要な借入先の状況（2026年２月28日現在）
　当事業年度末においての借入金はありません。

⑼　その他会社の現況に関する重要な事項
　　　当社は、2025年８月20日付で自己株式210,000株を取得した結果、親会社である株式会社
　　パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスの議決権比率が40％超となり、同
　　社の連結子会社となりました。
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株式の状況、新株予約権等の状況

⑴　発行可能株式総数 30,000,000株
⑵　発行済株式の総数 10,000,000株（自己株式532,582株を含む）
⑶　株主数 16,383名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス 3,817千株 40.32％
株 式 会 社 日 本 ア ク セ ス 730千株 7.71％
株 式 会 社 フ ァ ミ リ ー マ ー ト 411千株 4.35％
カ ネ 美 食 品 共 栄 会 311千株 3.29％
M S I P  C L I E N T  S E C U R I T I E S 306千株 3.23％
株 式 会 社 昭 　 　 和 271千株 2.86％
株 式 会 社 ト ー カ ン 208千株 2.20％
シ テ ィ グ ル ー プ 証 券 株 式 会 社 138千株 1.45％
東海東京フィナンシャル・ホールディングス株式会社 100千株 1.05％
カ ネ 美 食 品 社 員 持 株 会 90千株 0.95％

株 式 数 交 付 対 象 者 数
取締役（監査等委員および社外取締役を除く。） 224　株 2　名

２．株式の状況（2026年２月28日現在）

⑷　大株主(上位10名)

（注）１. 当社は、自己株式を532,582株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。なお、取
締役に対する株式報酬制度「株式給付信託(ＢＢＴ)」の導入に伴い株式会社日本カストディ銀行(信託
Ｅ口)が保有する当社株式810株は、自己株式に含めておりません。

２. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

⑸　当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況

（注）１. 当社の株式報酬の内容につきましては、事業報告「４．⑷取締役（監査等委員である取締役を除
く。）および監査等委員である取締役の報酬等」に記載しております。

２. 上記のほか、執行役員1名を対象に98株の交付をしております。
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株式の状況、新株予約権等の状況

⑹　その他株式に関する重要な事項
　当社は、2025年８月19日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用
される同法第156条の規定に基づき自己株式の取得について決議し、以下のとおり取得いたしました。
　取得対象株式の種類　　当社普通株式
　取得した株式の総数　　210,000株
　取得価額　　　　　　　706,650,000円
　取得日　　　　　　　　2025年８月20日
　取得理由　　　　　　　資本効率の向上を図るとともに、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策
　　　　　　　　　　　　を遂行するため。

３．新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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会社役員の状況

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 今　井　善　広

代表取締役専務執行役員 江　森　　　優 業務統括

取 締 役 執 行 役 員 伊　藤　佳　司 テナント事業統括（兼）テナント第１営業本部長

取 締 役 執 行 役 員 中　島　大　介 外販事業統括（兼）外販第２事業本部長

取 締 役 執 行 役 員 腰　　　和　則 外販事業統括補佐

取 締 役 執 行 役 員 小　西　貴　文 商品政策本部長

取 締 役
（ 非 常 勤 ） 濱　村　健　太 株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス

7MDフレッシュフード カテゴリーリーダー

取 締 役
（ 非 常 勤 ） 高　野　哲　朗 株式会社日本アクセス 監査役

取 締 役
（ 非 常 勤 ） 片　桐　三希成

株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス
常務執行役員 新規業態開発管掌
ユニー株式会社 取締役副社長（兼）事業推進本部本部長
ＵＤリテール株式会社 取締役

取 締 役
（常勤監査等委員） 白　井　恭　幸

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 池　田　桂　子

池田総合法律事務所・池田特許事務所 パートナー弁護士・弁理士
中部日本放送株式会社 社外取締役
東邦ガス株式会社 社外監査役
日邦産業株式会社 社外取締役（監査等委員）

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 佐　藤　雅　弘 佐藤雅弘税理士事務所 所長

４．会社役員の状況
⑴　取締役の状況（2026年２月28日現在）
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（注）１．監査等委員である取締役 池田桂子氏および佐藤雅弘氏は、社外取締役であります。
２．監査等委員である取締役 佐藤雅弘氏は、税理士であり、財務および会計に関する深い知見を有して

おります。
３．当事業年度中の取締役の異動
　①2025年５月23日開催の第55回定時株主総会において、新たに今井善広氏、小西貴文氏、片桐三希

成氏は取締役（監査等委員である取締役を除く。）に選任され就任いたしました。
　②2025年5月23日開催の第55回定時株主総会終結の時をもって、取締役 寺山雅也氏、中田究氏、三

浦寛久氏、初山俊也氏は任期満了により退任いたしました。
　③2025年5月23日開催の第55回定時株主総会終結の時をもって、監査等委員である取締役 松岡正明

氏は任期満了により退任いたしました。
４．2026年３月１日付で、伊藤佳司氏は取締役執行役員 テナント事業統括（兼）営業戦略室長に、中島

大介氏は取締役執行役員 外販事業統括に、それぞれ担当異動しております。
５．当社は、監査等委員の監査・監督機能を強化し、日常的な情報収集および重要な社内会議への出席に

よる情報共有ならびに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能にするため、白井恭幸氏を
常勤の監査等委員として選定しております。

６．当社は、監査等委員である取締役 池田桂子氏および佐藤雅弘氏を東京証券取引所の定めに基づく独
立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

⑵　責任限定契約の内容の概要
　当社定款におきまして、社外取締役の責任限定契約に関する規定を設けておりますが、現時
点においては、責任限定契約を締結しておりません。当社定款に定める規定は次のとおりであ
ります。

（社外取締役の責任免除）
第２９条　当会社は、会社法第427条第１項の規定により、社外取締役との間で、同法第423

条第１項に規定する社外取締役の損害賠償責任を限定する契約を締結することができる。た
だし、当該契約に基づく賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額とする。
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区 分 報酬等の総額
（百万円）

報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額 （ 百 万 円 ） 対象となる
役員の員数

（名）基 本 報 酬 業 績 連 動 報 酬
賞 与 株 式 報 酬

取 締 役
135 120 10 3 13（監査等委員である

取締役を除く。）
（うち社外取締役） (－) (－) (－) (－) (－)
取 締 役 28 25 3 － 4（ 監 査 等 委 員 ）
（うち社外取締役） (12) (10) (1) (－) (3)
合 計 163 145 13 3 17
（うち社外役員） (12) (10) (1) (－) (3)

⑶　役員等賠償責任保険契約の内容の概要
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結し、被保険者が会社の役員等としての業務につき行った行為または不作為に起因して、保
険期間中に株主または第三者から損害賠償請求された場合に、それによって被保険者が被る損
害(法律上の損害賠償金、争訟費用)、またこのほか現に損害賠償請求がなされていなくても損
害賠償請求がなされる恐れがある状況が発生した場合に、被保険者がそれらに対応するために
要する費用を当該保険契約より塡補することとしております。ただし、被保険者の職務の執行
の適正性が損なわれないようにするため、法令違反や犯罪行為などに起因する損害は当該保険
契約により塡補されません。
　当該保険契約の被保険者は取締役（監査等委員である取締役を含む。）および執行役員であ
り、その保険料の全額を当社が負担しております。

⑷　取締役（監査等委員である取締役を除く。）および監査等委員である取締役の報酬等
①　当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）１．上記の業績連動報酬(賞与および株式報酬)は、当事業年度に係る報酬として支給を予定している額を
示しております。

２．取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定方法および決
定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることや、指名・報酬委員会か
らの答申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると判断しておりま
す。
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②　基本方針
　当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬は、固定報酬としての基本報酬、
業績連動報酬としての賞与および株式報酬より構成され、その個々の報酬決定に際しては、経
営状況、職務内容および社員給与とのバランス等を考慮して決定するものとしております。
　また、社外取締役への報酬は、基本報酬および賞与のみとし、株式報酬は支給対象外として
おります。
　監査等委員である取締役の報酬は、基本報酬および賞与のみとし、株式報酬は支給対象外と
しており、監査等委員会の協議により決定するものとしております。
　なお、当社は、2023年５月24日開催の定時株主総会において、取締役の報酬限度額につい
て次のとおり決議いただいております。

・取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬限度額を年額300百万円以内とする。
・監査等委員である取締役の報酬限度額を年額50百万円以内とする。

（ⅰ）基本報酬
　月例の固定報酬であり、経営状況、職務内容および社員給与とのバランス等を考慮した上
で、役員規程に基づき社員の基準内賃金の最高額を基準とし役位別に定めるものとしており
ます。

（ⅱ）賞与
　基本報酬の５ヵ月分を支給限度とし、事業年度毎の業績および経営計画に基づく目標達成
度を勘案して算定された額を賞与として１事業年度毎の所定の時期に支給するものとしてお
ります。
　賞与の額の算定の基礎として選定した業績指標は通期の売上高および当期純利益で、当社
における直近の最重要経営課題の一つである企業の成長力の向上に係る経営成績を評価する
ため、当該２指標を事業年度毎の評価基準としております。当事業年度の通期見通しは売上
高874億円、当期純利益17億50百万円であり、実績は売上高866億53百万円、当期純利益
18億７百万円です。

（ⅲ）株式報酬
　取締役（監査等委員である取締役、社外取締役、非常勤取締役、出向者および翌期退任予
定者を除く。）および執行役員（以下、併せて「取締役等」といいます。）の報酬と当社の
業績および株式価値との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に
貢献する意識を高めることを目的とした報酬構成とするため、株式給付信託(ＢＢＴ)を導入
しております。
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（制度の概要）
　当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対し当社
が定める役員株式給付規程に従って、当社株式が信託を通じて給付される制度であります。
各事業年度に関して、同規程に基づき前事業年度の業績を勘案して評価対象期間全期間に在
任した受給予定者である取締役等に対し、賞与の一部を減額した上で１事業年度毎の所定の
時期にポイント付与するものとしております。
　付与するポイントについては、役位に基づく基準ポイントに部門別係数と業績係数を乗じ
て算出し、１ポイント当たり当社普通株式１株に換算され１事業年度毎の所定の時期に給付
するものとしております。

（信託金額）
　2016年３月末日で終了した事業年度から2020年２月末日で終了した事業年度までの５
事業年度（以下、当該５事業年度の期間、および当該５事業年度の経過後に開始する５事業
年度ごとの期間を、それぞれ「対象期間」という）およびその後の各対象期間を対象として
おり、当初の対象期間に関して本制度に基づく当社の取締役等への給付を行うための株式の
取得資金として、34百万円の金銭を拠出し、受益者要件を満たす取締役等を受益者とする
本信託を設定しております。本信託は当社が信託した金銭を原資として、当初の対象期間に
関して当社株式10,000株を取得しております。
　なお、当初の対象期間経過後も、原則として対象期間ごとに取得するために必要と認める
資金を本信託に拠出いたします。

（取締役等に給付される当社株式等の数の上限）
　取締役等に付与されるポイント数の上限は対象期間において50,000ポイント（内　取締
役35,000ポイント）であり、対象期間において本信託が取得する当社株式数の上限は
50,000株であります。

（当社株式等の給付）
　受益者要件を満たした取締役等は、所定の受益者確定手続を行うことにより、確定ポイン
ト数に応じた数の当社株式を本信託から給付を受けます。
　なお、ポイントの付与を受けた取締役等であっても、株主総会において解任の決議をされ
た場合および役員としての義務の違反があったことに起因して退任した場合は、給付を受け
る権利を取得できないこととします。
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③　役員報酬等についての株主総会の決議
　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬限度額は、2023年５月24日開催の第
53回定時株主総会において、年額300百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と
決議いただいております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除
く。）の員数は11名（うち社外取締役０名）であります。監査等委員である取締役の報酬限
度額は、2023年５月24日開催の第53回定時株主総会において、年額50百万円以内と決議い
ただいております。当該定時株主総会終結時点の監査等委員である取締役の員数は４名（うち
社外取締役３名）であります。
　上記とは別に、2023年５月24日開催の第53回定時株主総会において、取締役等を対象と
した株式給付信託（ＢＢＴ）の前記の基本条件を決議いただいております。当該定時株主総会
終結時点の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は11名（うち社外取締役０
名）であります。

④　取締役の個人別の報酬等の内容の決定方法
　取締役の報酬に関する手続きの公正性・透明性・客観性を確保しコーポレート・ガバナンス
の更なる充実を図るため、監査等委員である社外取締役２名、社内取締役１名の計３名の指
名・報酬委員会を設けております。
　取締役の個人別の報酬等の内容については、取締役会の諮問を受けて指名・報酬委員会にお
いて審議し、その答申に基づき取締役会において決定することとしております。
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地 位 氏 名 兼 職 す る 法 人 等 兼 職 の 内 容

取 締 役
（監査等委員） 池 田 桂 子

池田総合法律事務所・池田特許事務所
中部日本放送株式会社
東邦ガス株式会社
日邦産業株式会社

パートナー弁護士・弁理士
社外取締役
社外監査役
社外取締役(監査等委員)

取 締 役
（監査等委員） 佐 藤 雅 弘 佐藤雅弘税理士事務所 所長

地 位 氏 名 出 席 状 況 、 発 言 状 況 お よ び 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取 締 役
（監査等委員） 池 田 桂 子

当事業年度に開催された取締役会14回全て、また、監査等委員会14回全てに出
席し、取締役として取締役会の意思決定の適正性を確保するために必要な発言
を適宜行うとともに、業務推進の様々な局面において有益な助言も得られてお
り、独立性と専門性を備えた幅広い見識をもって社外取締役として適切な役割
を果たしております。また、指名・報酬委員会の委員として、当事業年度に開
催された委員会８回全てに出席し、客観的・中立的立場で役員候補者の選定や
役員報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

取 締 役
（監査等委員） 佐 藤 雅 弘

当事業年度に開催された取締役会14回全て、また、監査等委員会14回全てに出
席し、取締役として取締役会の意思決定の適正性を確保するために必要な発言
を適宜行うとともに、業務推進の様々な局面において有益な助言も得られてお
り、独立性と専門性を備えた幅広い見識をもって社外取締役として適切な役割
を果たしております。また、指名・報酬委員会の委員として、当事業年度に開
催された委員会８回全てに出席し、客観的・中立的立場で役員候補者の選定や
役員報酬等の決定過程における監督機能を担っております。

⑸　社外役員に関する事項
①　他の法人等の業務執行者、社外役員の兼職状況

（注）当社と兼職する法人等との間に特別の関係はありません。

②　当事業年度における主な活動状況
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支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 33百万円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 33百万円

５．会計監査人の状況
⑴　名称　　　　　　　　有限責任監査法人トーマツ

⑵　報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査等委員会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況および報酬見積りの算出根
拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について
同意の判断をいたしました。

⑶　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査等委員会は、法令の定めに基づき相当の事由が生じた場合には、監査等委員全員の同意に
より会計監査人を解任いたします。
　また、会計監査人の適正な職務の遂行に支障をきたす事由が生じたと認められる場合等には、
監査等委員会は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定
いたします。

⑷　責任限定契約の内容の概要
　当社は、会計監査人との責任限定契約に関する規定を当社定款には設けておりません。
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６．業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の
適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

⑴ 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
・取締役、使用人の企業倫理意識の向上、コンプライアンスのため「企業行動憲章」を定め、
研修を実施、実行化する。
・コンプライアンスの観点から取締役および使用人を対象とした「内部通報制度」を設置し、
これに反する行為等を早期に発見し、是正に努める。
・コンプライアンスの徹底を図るため、総務部において継続的に研修等を実施し、指導を行
う。
・重要な法務問題およびコンプライアンスに関する事項については、顧問弁護士等の専門家と
適宜協議し、指導を受けることとする。
・反社会的勢力による不当要求に対し、毅然とした態度で対応し、反社会的勢力とは取引関係
その他一切の関係を持たない。

⑵ 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
法律で作成・保管を義務づけられている文書、会社の重要な意思決定、重要な業務執行に関
する文書等について、法令・社内規程に基づくそれぞれの保存年限に従って保存・管理す
る。

⑶ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
損失の危険の管理等に関し、個々のリスク(経営戦略面、業務運営面、環境面、安全・衛生
面、災害面等のリスク)の責任部署において規則・ガイドライン等を制定し、研修を実施す
る。

⑷ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・定例の取締役会を毎月１回開催し、重要事項の決定ならびに取締役の業務執行状況の監督等
を行う。
・取締役会の機能をより強化し、経営効率を強化するため、社長以下常勤取締役等のメンバー
が出席する経営会議等を適時開催する。
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⑸ 監査等委員がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人の独立
性ならびに実効性に関する事項
・必要に応じて監査等委員の業務補助のための補助使用人等を置くこととし、その人事につい
ては、取締役と監査等委員が協議して行う。
・監査等委員の要請に基づいて補助使用人等を配置する場合、補助使用人等は当然、取締役か
ら独立し、専ら監査等委員の指示命令に従うものとする。

⑹ 取締役および使用人が監査等委員に報告するための体制および報告をしたことを理由として不
利な取り扱いを受けないことを確保するための体制
・取締役および使用人は、監査等委員(会)に対して、法令の規定事項に加え、当社に重大な影
響を及ぼす事項、コンプライアンス違反行為に関する報告、連絡、相談等の状況を速やかに
報告する。
・監査等委員に報告を行った取締役および使用人に対し、当該報告をしたことを理由とする不
利益な取り扱いを行わない。

⑺ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職務の執行
について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員がその職務の執行について、必要な費用の前払等の請求をしたときは、速やかに
当該費用または債務を処理する。

⑻ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・監査等委員会は、監査等委員会監査の実効性を確保するための体制を含む内部統制システム
の構築・運用に関し、代表取締役その他関係する取締役との間で協議の機会を持ち、報告を
求める。
・監査等委員会は、当社の会計監査人から会計監査の内容について説明を受けるとともに、情
報交換を行うなど連携を図る。
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　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

⑴　コンプライアンスについて
・代表取締役社長に直属する監査室を設けており、監査室長の指示のもと、各部門の業務監査
を実施し、その監査結果を取締役会および社長ならびに監査等委員会に報告しました。
・コンプライアンスに反する行為等の早期発見を目的に、監査室を窓口とした「内部通報制
度」を設けており、通報により不正行為等が明らかになった場合には、速やかに是正措置お
よび再発防止策を講じることのできる体制をとりました。
・顧問弁護士との連携を密にし、日常的な法務業務および重要な法務問題に関して適切な助
言、指導を得ながら業務遂行しました。

⑵　職務執行の適正性と効率性の確保について
・当事業年度14回の取締役会を開催し、経営方針および戦略に関する重要事項の決定ならび
に各取締役の業務執行状況の監督等を実施しました。
・取締役会の機能をより強化し経営効率を強化するため、また経営環境の変化に対し迅速に対
応するため、取締役会以外にも常勤取締役が出席する経営会議を開催し、情報交換および意
思統一の場を設けました。

⑶　監査等委員の監査体制について
・当事業年度は、監査等委員会を14回開催し、監査等委員会が定めた監査の方針や監査の計
画等に基づき、各監査等委員から監査の実施状況および結果について報告を受け、協議なら
びに決議を行いました。 
・監査等委員全員が取締役会に出席するほか、常勤監査等委員は、その他の重要な会議に出席
し、取締役会等の重要な会議における意思決定の状況および取締役会の決定に基づく代表取
締役等による業務執行の状況に関し、適法性ならびに妥当性の視点から監査を行いました。
また、常勤監査等委員が監査室との連携により収集した情報等については、監査等委員であ
る社外取締役との共有を図り、組織的かつ効率的な監査をするよう努めました。
・会計監査人が独立の立場を保持し、かつ適正な監査を実施しているかを監視および検証する
ため、情報交換の場を適時設け、監査の効率性および実効性の向上を図りました。

（注）本事業報告に記載の金額および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てております。
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貸借対照表

（2026年２月28日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（ 資 産 の 部 ）
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
未 収 入 金
テ ナ ン ト 預 け 金
そ の 他
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
出 資 金
長 期 前 払 費 用
前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金　

24,832,807
16,775,259
7,113,073
17,426
13,429
547,325
104,776
60,066
170,060
31,389

13,522,682
11,343,957
3,832,531
279,398
2,609,055

0
425,395
4,045,041
48,395
104,139
104,841
96,893
7,948

2,073,882
682,361
2,030
95,528
724,818
200,685
368,459　

（ 負 債 の 部 ）
流 動 負 債 8,102,484
買 掛 金 3,401,763
未 払 金 1,384,458
未 払 費 用 1,596,370
未 払 法 人 税 等 593,000
未 払 消 費 税 等 349,900
預 り 金 176,297
前 受 収 益 893
賞 与 引 当 金 579,600
役 員 賞 与 引 当 金 15,900
役 員 株 式 給 付 引 当 金 4,300

固 定 負 債 367,952
リ ー ス 債 務 8,691
長 期 未 払 金 869
資 産 除 去 債 務 353,567
長 期 預 り 保 証 金 4,788
そ の 他 36
負 債 合 計 8,470,436
（ 純 資 産 の 部 ）
株 主 資 本 29,488,855
資 本 金 2,002,262
資 本 剰 余 金 2,178,068
資 本 準 備 金 2,174,336
そ の 他 資 本 剰 余 金 3,731
利 益 剰 余 金 27,011,047
利 益 準 備 金 81,045
そ の 他 利 益 剰 余 金 26,930,001
別 途 積 立 金 10,300,000
繰 越 利 益 剰 余 金 16,630,001
自 己 株 式 △1,702,522
評 価 ・ 換 算 差 額 等 396,197
その他有価証券評価差額金 396,197
純 資 産 合 計 29,885,053

資 産 合 計 38,355,490 負 債 ・ 純 資 産 合 計 38,355,490

貸　借　対　照　表
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損益計算書

（ 2025年３月 １日から
2026年２月28日まで ）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 86,653,533
売 上 原 価 71,563,723
売 上 総 利 益 15,089,809

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 12,332,408
営 業 利 益 2,757,401

営 業 外 収 益
受 取 利 息 9,946
受 取 配 当 金 31,145
不 動 産 賃 貸 料 4,752
補 助 金 収 入 29,870
受 取 手 数 料 32,692
そ の 他 17,535 125,942

営 業 外 費 用
不 動 産 賃 貸 原 価 638
解 約 違 約 金 2,179
そ の 他 2,307 5,125
経 常 利 益 2,878,219

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,663
投 資 有 価 証 券 売 却 益 151,706 153,369

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 21,340
減 損 損 失 181,681 203,022
税 引 前 当 期 純 利 益 2,828,566
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 961,765
法 人 税 等 調 整 額 59,192 1,020,957
当 期 純 利 益 1,807,608

損　益　計　算　書
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株主資本等変動計算書

（ 2025年３月 １日から
2026年２月28日まで ）

株 主 資 本

資本金
資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本
準備金

その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計別途

積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 2,002,262 2,174,336 3,731 2,178,068 81,045 10,300,000 15,186,151 25,567,196
剰余金の配当 △363,757 △363,757
当期純利益 1,807,608 1,807,608
自己株式の取得
株式給付信託によ
る自己株式の処分
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計 － － － － － － 1,443,850 1,443,850
当期末残高 2,002,262 2,174,336 3,731 2,178,068 81,045 10,300,000 16,630,001 27,011,047

株 主 資 本 評価・換算差額等
純資産
合計自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △996,267 28,751,259 332,579 332,579 29,083,839
剰余金の配当 △363,757 △363,757
当期純利益 1,807,608 1,807,608
自己株式の取得 △707,372 △707,372 △707,372
株式給付信託によ
る自己株式の処分 1,117 1,117 1,117
株主資本以外の項目
の当期変動額(純額) 63,618 63,618 63,618

当期変動額合計 △706,254 737,595 63,618 63,618 801,214
当期末残高 △1,702,522 29,488,855 396,197 396,197 29,885,053

株主資本等変動計算書

（単位：千円）
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個別注記表

市 場 価 格 の な い
株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法
により算定）

製品・仕掛品・原材料 総平均法による原価法　ただし、生鮮品は最終仕入原価法による原価法(貸
借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

貯 蔵 品 最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価
切下げの方法により算定)

建 物 ２～50年
構 築 物 ２～30年
機 械 及 び 装 置 ２～10年
車 両 運 搬 具 　　 ４年
工具、器具及び備品 ２～15年

主として定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法

⑴　有価証券
その他有価証券

⑵　棚卸資産

２．固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産（リース資産を除く）

⑵　無形固定資産(リース資産を除く)
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用し
ております。

⑶　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

⑷　長期前払費用
均等償却を採用しております。

３．引当金の計上基準
⑴　賞与引当金

従業員の賞与の支払に充てるため、賞与支給見込額の当該事業年度負担額を計上しております。
⑵　役員賞与引当金

役員の賞与の支払に充てるため、役員賞与支給見込額の当該事業年度負担額を計上しております。
⑶　役員株式給付引当金

役員株式給付規程に基づく取締役への当社株式の給付に備えるため、当該事業年度末における株式給付
債務の見込額に基づき当該事業年度負担額を計上しております。
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個別注記表

⑷　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計
上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法
数理計算上の差異は、３年による定額法によりそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。
なお、当事業年度末における年金資産が退職給付債務から未認識数理計算上の差異を控除した額を超過
しており、前払年金費用として計上しております。

４．収益及び費用の計上基準
当社は、弁当・寿司・おにぎり・惣菜等の製造、販売を主たる業務としており、テナント事業において
は、当社がスーパーマーケット・百貨店・駅ビル等の商業施設等に総合惣菜店舗、寿司専門店舗及び洋
風惣菜店舗を出店し、顧客との契約に基づいて寿司・惣菜等の製造、販売を行うことを履行義務として
おります。また、外販事業においては、顧客との契約に基づき、主として当社がコンビニエンスストア
の加盟店向けに弁当・おにぎり・惣菜等の製造、納品を行うことを履行義務としております。
これら製品の販売に係る履行義務が、顧客との契約に基づいて製品を引き渡す一時点において、顧客が
当該製品に対する支配を獲得することで充足されると判断しておりますが、外販事業においては、収益
認識に関する会計基準の適用指針第98項の代替的な取扱いに基づき、出荷基準で収益を認識しており
ます。
収益は、顧客から受領する別個の財又はサービスと交換に支払われる場合を除き、テナント出店手数料
等の顧客に支払われる対価を取引価額から減額した金額で測定しております。
当社の、取引の対価は履行義務を充足してから概ね１ヵ月以内に受領しているため、契約に重要な金融
要素は含まれておりません。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理

控除対象外消費税等は発生事業年度の費用として処理をしております。

表示方法の変更に関する注記
（損益計算書）

前事業年度において「営業外収益」の「その他」に含めておりました「補助金収入」及び「受取手数料」
は、重要性が増したため当事業年度において区分掲記しております。
なお、前事業年度における「補助金収入」及び「受取手数料」はそれぞれ2,600千円、5,152千円であり
ます。
また、前事業年度まで独立掲記しておりました「受取保険金」は重要性が乏しくなったため、営業外収益
の「その他」に含めて表示しております。
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テナント事業 外販事業 合計

顧客との契約から生じる収益 47,420,310 39,233,223 86,653,533

収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は、弁当・寿司・おにぎり・惣菜等の製造、販売を主たる業務としており、テナント事業及び外販事
業の２事業を営んでおります。テナント事業は、当社がスーパーマーケット等に総合惣菜店舗、寿司専門
店舗及び洋風惣菜店舗を出店し、寿司・惣菜等の製造、販売を行っております。外販事業は主として当社
がコンビニエンスストアの加盟店向けに弁当・おにぎり・惣菜等の製造、納品を行っております。
顧客との契約から生じる収益（全て一時点で移転される財又はサービス）の分解情報については、以下の
とおりであります。

（単位：千円）

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「重要な会計方針に係る事項に関する
注記　４．収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
⑴　契約資産及び契約負債の残高等

当社においては、契約資産及び契約負債として認識すべき残高はありません。

⑵　残存履行義務に配分した取引価格
当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略
しております。また、顧客との契約から生じる対価の中に取引価格が含まれていない重要な金額はあり
ません。

－ 44 －



2026/04/21 10:49:40 / 25287409_カネ美食品株式会社_招集通知_電子提供措置用

個別注記表

会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおりであ
ります。

固定資産の減損
⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額

有形固定資産　11,343,957千円
減 損 損 失　     181,681千円

⑵　計算書類利用者の理解に資するその他の情報
①　当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法

当社は、減損が生じている可能性を示す事象である減損の兆候がある場合には、減損損失の認識の要否
を算定しております。
この判定における資産のグルーピングは、テナント事業、外販事業それぞれにおける管理会計上の区分
に基づき、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗、外販事業は各工場を基本単位としてお
ります。
減損損失の認識の要否の判定にあたっては、取締役会において承認された将来の事業計画に基づき見積
られた各資産グループの使用価値又は各資産グループの不動産の正味売却価額に基づき算定された割引
前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額を比較しております。当該資産グループから得られる割引
前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
減損損失として計上しております。回収可能価額は、使用価値もしくは正味売却価額のいずれか大きい
方の金額としております。また、各資産グループが保有する不動産の正味売却価額は、外部の不動産鑑
定士から入手した結果に基づき算出しております。
当事業年度において、テナント事業における一部店舗及び外販事業における一部工場について減損の兆
候があると判断し、当該資産グループについて減損損失の認識の要否の判定を行っております。その結
果、減損損失の計上が必要と判定されたテナント事業の店舗については、個々の店舗の固定資産の金額
に重要性が乏しく、使用価値により測定した将来キャッシュ・フローに基づく評価額がマイナスである
ため、回収可能価額は零と算定し、当該資産の帳簿価額を減損損失として計上しております。また、減
損損失の計上が必要と判定された外販事業の工場については、回収可能価額を使用価値又は正味売却価
額により測定し、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上し
ております。
なお、外販事業の一部工場については、減損損失の認識の要否の判定の結果、割引前将来キャッシュ・
フローの総額が帳簿価額を上回ることが確認できたことから、減損損失を計上しておりません。

②　当事業年度の計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
減損損失の認識の要否の判定における割引前将来キャッシュ・フローは取締役会において承認された将
来の事業計画に基づき見積られますが、当該事業計画の策定の前提となる重要な仮定には、主たる得意
先の出店政策及び各得意先の属する流通業界、コンビニエンス業界の動向等が含まれます。また、一部
の外販工場の重要な仮定には、テナント事業の動向に加え、テナント店舗への販売単価や販売数量が含
まれます。

③　翌事業年度の計算書類に与える影響
減損損失の認識の要否の判定における割引前将来キャッシュ・フローの見積りに含まれる重要な仮定に
は高い不確実性が存在するため、今後において将来の各資産グループを取り巻く経営環境に変化が生じ
た場合、減損損失の認識の要否の判定を見直す必要が生じ、翌事業年度の計算書類に影響を与える可能
性があります。
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建 物 8,554,881千円
構 築 物 1,862,756
機 械 及 び 装 置 6,879,534
車 両 運 搬 具 759
工具、器具及び備品 1,995,772
リ ー ス 有 形 資 産 122,813

追加情報
（取締役に対する株式報酬制度「株式給付信託(ＢＢＴ)」について）

当社は、2016年６月23日開催の第46回定時株主総会、2021年５月25日開催の第51回定時株主総会及び
2023年５月24日開催の第53回定時株主総会決議に基づき、取締役に対する株式報酬制度「株式給付信託
(ＢＢＴ)」(以下、「本制度」といいます。)を導入しております。
⑴　取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託が当社株式を取得し、役員株式給付規程に従って、当
社取締役に対し、信託を通じて当社株式が給付される業績連動型の株式報酬制度です。
本制度に関する会計処理については、企業会計基準委員会が公表した「従業員等に信託を通じて自社の
株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号　平成27年３月26日)を参考に取
締役に対しても同取扱いを読み替えて適用し、信託の資産及び負債を企業の資産及び負債として貸借対
照表に計上する総額法を適用しております。
なお、役員株式給付規程に基づく当社取締役への当社株式の給付に備えるため、当該事業年度末におけ
る株式給付債務の見込額に基づき役員株式給付引当金を計上しております。

⑵　信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己
株式として計上しております。当事業年度末における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は2,810千円
及び810株であります。

貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額

損益計算書に関する注記
減損損失

当事業年度において、テナント事業の一部店舗及び外販事業のチルド製品加工工場等の一部設備において
投資額に見合った収益性を確保することは困難であり、今後において投資額の回収が見込めないと判断さ
れるため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(181,681千円)として
特別損失に計上したものであります。
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株 式 の 種 類 当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数
普 通 株 式 10,000,000株 －株 －株 10,000,000株
合 計 10,000,000株 －株 －株 10,000,000株

株 式 の 種 類 当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数
普 通 株 式

（ 注 ） 323,494株 210,220株 322株 533,392株

合 計 323,494株 210,220株 322株 533,392株

決 議 株式の種類 配 当 金 の 総 額 1 株 当 た り 配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日
2025年５月23日
定 時 株 主 総 会 普通株式 183,875千円 19.0円 2025年２月28日 2025年５月26日

2025年10月10日
取 締 役 会 普通株式 179,882千円 19.0円 2025年８月31日 2025年10月31日

決 議 予 定 株式の種類 配 当 金 の 総 額 配当の原資 1株当たり
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2026年５月26日
定 時 株 主 総 会 普通株式 179,880千円 利益

剰余金 19.0円 2026年２月28日 2026年５月27日

株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加210,220株は、取締役会決議による市場買付け210,000株及び単
元未満株式の買取り220株によるものであります。また、普通株式の自己株式の株式数の減少322株
は、株式給付信託制度により当社取締役及び執行役員に対し当社株式を給付したものであります。

３．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

（注）2025年５月23日定時株主総会及び2025年10月10日取締役会決議による配当金の総額には、「株式
給付信託(ＢＢＴ)」に残存する自社の株式に対する配当金がそれぞれ21千円、15千円含まれておりま
す。

⑵　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの
上記事項については、次のとおり決議を予定しております。

（注）2026年５月26日定時株主総会決議予定の配当金の総額には、「株式給付信託(ＢＢＴ)」に残存する自
社の株式に対する配当金15千円が含まれております。
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賞与引当金 177,357千円
賞与未払社会保険料 27,268
未払事業税 50,612
退職給付信託拠出額 85,652
資産除去債務 111,373
減損損失 584,967
投資有価証券評価損 52,348
その他 84,247
繰延税金資産小計 1,173,827
評価性引当額 △605,934
繰延税金資産合計 567,893

前払年金費用 228,317
その他有価証券評価差額金 105,772
その他 33,117
繰延税金負債合計 367,208
繰延税金資産の純額 200,685

法定実効税率 30.6％

（調整）
住民税均等割等 4.5
交際費 1.1
評価性引当額の増減 △0.2
その他 0.0
税効果会計適用後の法人税等の負担率 36.0

税効果会計に関する注記
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の主な発生原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の主な項目別内訳
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１年内 106,829千円
１年超 528,009
合　計 634,839

リースにより使用する固定資産に関する注記
１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引
⑴　リース資産の内容

有形固定資産
主として、外販事業の工場において使用しておりますラベルプリンター及びラベル検査装置(「機械及
び装置」)であります。

⑵　リース資産の減価償却方法
「重要な会計方針に係る事項に関する注記　２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりでありま
す。

２．オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

⑴　金融商品に対する取組方針
当社は、必要な運転資金を差引いた後の余剰資金の運用については、元本の安全性の確保を最重要視
し、リスクを極力避ける運用をするものとしております。
資金調達については、金融機関からの借入金等、調達する時点で最も効率的と判断される方法で実行す
るものとしております。

⑵　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。不測の損害が生じないようにするた
め、与信管理上の手続及び取扱基準を定め、売掛金の残高管理とともに異常が認められた場合は営業担
当部門を通じて実態を把握するものとしております。
投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する企業の株式
であり、把握された時価は四半期毎に取締役会に報告されております。
営業債務である買掛金及び未払金は、主として締後１ヵ月以内の支払期日としており、短期間で決済さ
れるものであります。

⑶　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに
より、当該価額が変動することもあります。

⑷　信用リスクの集中
当事業年度の決算日現在における営業債権のうち55.8％が特定の大口顧客に対するものであります。
当事業年度末日が金融機関の休業日にあたるため営業債権の残高が増加したことに伴い、当該割合が前
事業年度に比べ減少しております。なお、前事業年度における特定の大口顧客に対する割合は72.8％
であります。
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貸借対照表計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）
投資有価証券

その他有価証券 682,361 682,361 ―

資産計 682,361 682,361 ―

区分 時価（千円）
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
その他有価証券

株式 682,361 ― ― 682,361
資産計 682,361 ― ― 682,361

２．金融商品の時価等に関する事項
当事業年度の決算日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。

（注）「現金及び預金」、「売掛金」、「買掛金」、「未払金」及び「未払法人税等」については、現金であ
ること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略してお
ります。

３．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該
時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の
算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

⑴　時価で貸借対照表に計上している金融商品

⑵　時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
該当事項はありません。

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。当社が保有している上場株式は活発な市場で取引さ
れているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
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個別注記表

種 類 会社等の名称
資 本 金 又
は 出 資 金

(千円)

事 業 の
内 容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
と の 関 係

取引の
内容

取 引 金 額
(千円) 科 目 期 末 残 高

(千円)

親会社の
子会社

ユニー
株式会社 100,000 総合小売業 － 当社製品の

委託販売
当社製品の
委託販売 32,059,509 売掛金 1,208,737

ＵＤリテール
株式会社 300,000

ディス
カウント型
総合小売業

－ 当社製品の
委託販売

当社製品の
委託販売 8,567,622 売掛金 346,017

株式会社
ドン・キホーテ 300,000

総合ディス
カウント

ストア事業
－ 当社製品の

販売
当社製品の

販売 3,805,665 売掛金 335,991

株式会社
長崎屋 300,000

ディス
カウント型
総合小売業

－ 当社製品の
委託販売

当社製品の
委託販売 953,804 売掛金 68,016

１．１株当たり純資産額 3,156円89銭
２．１株当たり当期純利益 188円95銭

関連当事者との取引に関する注記

（注）１．2025年８月20日付で当社が自己株式を取得したことにより、当社のその他の関係会社でありまし
た株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスの所有する議決権比率が
40％超となったため、同社は「親会社」となっております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等
ユニー株式会社、ＵＤリテール株式会社、株式会社ドン・キホーテ及び株式会社長崎屋に対する当
社製品の販売価額については、市場価格を勘案して決定しております。

１株当たり情報に関する注記

（注）株主資本に自己株式として計上されている「株式給付信託(ＢＢＴ)」に残存する自社の株式は、１株当
たり当期純利益算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
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個別注記表

(1）資産の名称 愛知扶桑ファクトリー（仮称）

(2）所在地 愛知県丹羽郡扶桑町 23,312.25㎡（約7,051坪） 

(3) 工場建設面積 6,491.03㎡ 

(4) 資金調達方法 自己資金 

(5) 生産品目  
弁当、寿司、おにぎり、惣菜等の調理済食品（PPIHグループ各社向け及び自

社内製品） 

(6) 取得見込価額 48億65百万円

着工 2026年６月（予定）

竣工 2027年12月（予定）

稼働開始 2028年３月（予定）

重要な後発事象に関する注記
当社は、愛知県丹羽郡扶桑町に新工場を建設し生産供給体制の強化をすることとしましたのでご報告いたしま
す。

１．計画の目的
現在、当社を取り巻く事業環境は、親会社である株式会社パン・パシフィック・インターナショナルホール
ディングス（以下「ＰＰＩＨ」）との業務提携に基づく連携の深化により、大きく変化しております。
PPIHグループに属するユニー株式会社、UDリテール株式会社、株式会社長崎屋、株式会社ドン・キホーテ
において惣菜需要が拡大しており、当社製品への需要も着実に増加しております。
また、ＰＰＩＨは当社工場をグループにおける戦略的な製造拠点と位置付けており、同社の長期経営計画に
おいては「惣菜をPPIHグループの成長戦略の中核とする」方針が示されております。今後も惣菜需要は一層
拡大していくことが想定されます。
このような需要増加に的確に対応するとともに、ＰＰＩＨグループ各社における「内製商品」の安定的かつ
効率的な供給体制を強化するため、当社として最大規模となる新たな生産拠点を建設することといたしまし
た。

２．新工場建設の概要

３．今後のスケジュール
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計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 伊 藤 貴 俊
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 滝 川 裕 介

独立監査人の監査報告書
2026年４月８日

カネ美食品株式会社
取　締　役　会　御中

有限責任監査法人　トーマツ
                名 古 屋 事 務 所

　監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、カネ美食品株式会社の2025年3月1日から
2026年2月28日までの第56期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書、重要な会計方針及びその他の注記並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規
定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい
る。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の
基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査
報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等
の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 54 －



2026/04/21 10:49:40 / 25287409_カネ美食品株式会社_招集通知_電子提供措置用

監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、２０２５年３月１日から２０２６年２月２８日までの第５６期事業年度に
おける取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり
報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　　監査等委員会は、会社法第３９９条の１３第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取
締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい
て取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応
じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門と連携の
上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所にお
いて業務及び財産の状況を調査いたしました。
②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す
るとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため
の体制」（会社計算規則第１３１条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めま
した。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

監査等委員会の監査報告
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監査等委員会の監査報告

常勤監査等委員 白 井 恭 幸 ㊞
監 査 等 委 員 池 田 桂 子 ㊞
監 査 等 委 員 佐 藤 雅 弘 ㊞

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２６年４月１６日
カネ美食品株式会社　監査等委員会

（注）監査等委員池田桂子及び佐藤雅弘は、会社法第２条第１５号及び第３３１条第６項に規定
する社外取締役であります。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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地図

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主総会会場ご案内図

会　　場　　名古屋市中村区平池町四丁目60番12号　グローバルゲート
名古屋コンベンションホール ３階メインホール
電話番号　052-433-1488

交　　通　　あおなみ線「ささしまライブ駅」より徒歩約３分
※歩行者デッキにて２階エントランスに直結

■駐車場のご用意はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

愛知大学

名古屋高速5号万場線

近鉄名古屋線
米野駅
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あおなみ線 ストリングスホテル

名古屋

マーケットスクエア
ささしま

Zepp Nagoya

モード学園

ミッドランド
スクエア

ビックカメラ

ささしま
ライブ駅

名
古
屋
高
速
都
心
環
状
線

スマートフォンで読み取ると、
株主総会会場までのナビゲーションが
ご利用いただけます。
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